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神戸深江生活文化史料館



開 催 に あ た っ て

館長代行 大国 正美

米は昔から日本人にとつて大切な食物でした。稲作が日本に伝わつてから、日本人は長

い間かかつて、工夫をこらして稲作作業に使う農具に改良を加えてきました。農具改良の

足跡は、労働上の苦労を減らし、より多くの収穫を得ようとする農民たちの歴史だと言い

換えることができると思います。

その長い歴史を根本から変化させたのが、高度経済成長でした。田や畑は次々と姿を消

し、その一方で、農具の極端な機械化が進みました。その結果、農作業の工程も大きく変

わりました。

農具がわた したちの生活から遠くなる今、近代の農具を展示する企画展を試みました。

一年間、どんな農作業が行なわれたのかを農具で再現し、生産向上に心血を注いだ先人の

生活の知恵と工夫をたどつてみたいと思います。
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農具のうつりがわり

二千数百年前に、日本に稲作がもたらされてから今日に至るまで米は日本人の主食であ

つた。日本人が、現在のような国土面積の割に人口が多いことも、他の穀物に比べて、同

じ面積に対し収穫率の高い米が主食とされてきたのが大きな原因となつている。
「農具」という言葉を辞書で引いてみると、「農耕に使用する器具・農器」とでている。

ここでは、稲作に使用された農具にしばつてみよう。

そもそも、わたしたちはいつごろから農具を使い始めたのだろうか。それには稲作の開

始がいつか ?と いうことになるのだが、これには意見が分かれていて、縄文時代の終わり

には開始していたという考え方と、弥生時代になってから稲作は開始したという考え方が

ある。しかし、一般的に稲作農耕が全国的に定着したのは弥生時代に入つてからではない

かと思われる。農具も稲作の開始とともに使用されていたと思われ、弥生時代の遺跡から

はさまざまな農具が発見されている。そのうちの一つに石庖丁がある。これは稲の穂をつ

み取るために使われたもので、大半は石でできているが、中には員や木のものもある。

稲作農耕が大陸より伝わつたころ、金属器もほぼ同時に伝わつてきた。金属器には三種

類あり、青銅器と鉄器がある。青銅器の方は主に祭祀用の道具に使われ、鉄器の方は武器 1

・工具・農具などに使われた。だが、農具としての鉄器は発見数から見ると、弥生時代も

半ばをすぎてから普及したようである。そのため、稲作開始時の農具は木製品が多く見ら

れる。鍬や鋤は現在の原型と思われる形で多く発見されている。他にも田舟 。田下駄など

が弥生時代の遺跡から発見されている。また、このころの脱穀する際の農具として、竪杵

と臼が使われていた。神戸の桜ケ丘出上の銅鐸にその様子が結かれているものがある。

古墳時代になると、ますます鉄器が普及し、石器が見られなくなる。鍬などは刃先に鉄

を使用するものが多くなる。木製品に比べて作業の効率も、また農具の使用期間の長さも

向上したことだろう。

奈良時代に入り、各地で荘園が出現すると大規模な稲作が始まり、多くの収穫をあげる

べく、農具の改良・正夫がなされるようになる。また、人力で行なっていた耕作も、畜力で

行なうようになつた。床のついた黎を牛馬に引かせて水田耕作をするのがその例である。

江戸時代になると経済の基が米となり、よリー層収穫をあげる努力を行ない、農具その

ものも大型化するようになつた。除草する農具も雁爪から回転式除草器になり、調整具も

ふるいから唐箕へと、一度にたくさんの処理ができるように改良されていつた。

また、備中鍬にみられるように、農具の改良もさかんに行なわれ、各地の農具研究も進

み、大蔵永常の『農具便利論』のような書物も出版された。

今日では、畜力から動力を利用した農具が大半を占め、耕運機が牛馬に代わるようにな

つた。また、田植・稲刈などの作業も人の手から動力機械へと変化していつたのである。

さらに、一度に稲刈と脱穀を行なうコンバインのような機械も見られるようになつた。

以上のように、時代とともに農具が変遷 していく様子を見てきた。現在の農業は、機械

の時代となり、千歯こきや唐箕などの手作りの農具は過去の遺物になろうとしている。し

かし、それらの農具を生み出した人々の創意や工夫、あるいは農具を使用し、汗を流して

きた人々の苦労は忘れてはならないだろう。
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米 づ く り の 一 年

① 耕作一日をこしらえる一

4月 ごろに俵に入れた種もみを

1週間～10日 ぐらい水につけ、そ

れと並行 して苗代 (稲の種をまき、

苗に育てる田)作 りを行なう。発

芽 した種もみは苗代にまき、苗の

成長を待つ。

その間に水田では苗を植えやす

くし、また発育をよくするために

荒おこし、代かきの作業を行なう。

この作業には、鋤・鍬・黎 。代か

き鍬などの人力・畜力 (牛や馬 )

による農具が使用された。

〈鍬〉 ☆1-A・ 1-B。 1-C
鍬 (く わ)は、主に田畑の上を砕いたり、掘 り起こしたりするのに用いられ、現在でも

使用している農家は多い。機能的には、上を手前に引き寄せる働きをするため、柄と刃先

との角度の違いが各土地の上質によつて大き「
…………………………………………………■

“代かきの様子"

く異なつていた。

そして柄角度の60° ～85° ぐらいのものを打

ち鍬 (深耕用)30° ～40° ぐらいのものを引き

鍬 (浅耕用)に 区別し、その中間を打ち引き

鍬と呼ぶ。鍬は昔から“一里違えば鍬が違う"

といわれるように、使用する地域の上質の連

いによつて、柄角度の違いが決まつたようで

ある。

また構造上としては、平鍬 (風 呂鍬)が一

般的であるが、江戸時代ごろには鉄の刃先が

3～ 4本 になつている備中鍬が普及した。こ

れは、刃先に上の付着が少ないため、粘土質

の上壌 (ど じよう)の耕作に便利であつた。

展示資料では、 1-Aは 刃先全体が鉄になつ

どの際に重宝がられ、荒地の開拓には欠かせな

ち鍬で、硬い土質の場所で使用 し、 1-Cは柄

で使用 した。

1-B 1-C

|れ

打ち鍬 引き鍬

ている金鍬である。これは木の株起こしな

いものであつた。 1-Bは 柄角度のある打

角度のない引き鍬で、柔 らかな土質の場所

1囀 _
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〈鋤〉 ☆ 1-D。 1-E
鋤 (す き)は、スコップと同じように直線的に上中に刃先を突つ込んで耕す農具で、深

く耕すときに便利な農具であつた。しかし、現在の農家ではほとんど使用されていない。

構造上からは 2種類に分けられ、 1つ は京鋤 。関東鋤などと呼ばれるもので、鋤身に対

し直線的に柄がついたものである。(1-D)も うひとつは、踏鋤と呼ばれるもので、鋤身に

鋭角に柄を取 り付け、鋤身に足をかけてテコの原理を利用した農具である。(1-E)

〈黎〉 ☆ 1-H。 1-I
牛馬を利用して田畑の耕起に使用 した黎 (す き)は 、黎床の形態から無床黎・短床黎・

長床黎に分けられる。

無床黎は、黎床が短小でほとんどないものである。深く耕すことができたが、使用時の

安定性がないのが欠点であつた。逆に全体に大型で安定性のある長床黎は、黎床が長いた

め耕深の調整ができないのが欠点であつた。(1-H)
そして、その両者の欠点 (耕深の調整・使用時の安定性)を 補うものとして、改良され

たのが短床黎で、明治期から大いに利用された。耕絃機 (こ ううんき)が普及するまで活

躍を続けた。
i 

展示資料の 1-Iは 、短床黎で三重県で製作された「高北黎」と呼ばれるもので、全国

的ヽに普及した。

(な お、主に西日本では牛、東日本では馬に黎をひかせていた。 )

〈代かき鍬〉 ☆ 1-G
マンガ (馬鍬)と も呼ばれ、上の固まりを細かく砕く農具で、畜力を利用したものであ

る。

② 田植―田にイネを植える一

6月 ごろ (現在では 5月 が多い

)、 苗代で育つた苗を水田に植え

かえる田植の作業が行なわれる。

決められた期間に行なうため、各

家が共同して行なった。現在行な

われている正条植え (規則正しい

間隔で苗を植える方法)は、明治

ごろから普及した。それに使用さ

れた農具としては、日植定規・田

下駄 。モッコ・田植縄などがあっ

た。また、日植の終わつた後は、

サナブリ (注 1)と いう、日の神

を送る行事が行なわれた。 (一般

に田植は女性―早乙女一、苗運び

-3-
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は男性の手によつて行なわれた。地域によつてはその逆の場合もあつた。 )

〈モッコ〉 ☆ 2-A
モッコとは「持ちカゴ」から転じた言葉といわれている。持ち運びをする時には、ムシ

ロの四隅に縄をつけて、かつぎ棒につるし、土や首などを運んだ。そのほかに上や苗を運

搬する農具としては、苗カゴなどもよく用いられた。

〈田植縄・田植定規〉 ☆ 2-B
。2-C・ 2-D
正条植えを行なうために使用さ

れたもの。日植え定規を地面にあ

て、田植縄をはり、同じ間隔で苗

を植えた。

③ 管理―イネの世話―

田植の後、イネの成長を守るた

め、水の管理・除草・害虫の駆除

などの作業が行なわれる。時期が

夏の炎天下に行なわれたので、非常につらい作業であつた。水の管理には、踏車・竜骨車

(り ゅうこつしや)。 水桶、そして除草には、除草器・雁爪 (がんづめ)な どの農具が使

われた。

(注 1)サ ナブリ (サ ノボリ)

農作業の変わり目には、数多くの行事 (稲作儀礼)

が行なわれるが、このサナブリもそれらの行事の一

つである。サナブリは田植という重労働な作業の後

に、無事終了を祝つて行なわれる行事である。多く

の家庭では一日仕事を休み、植え残 しの苗を神棚や

三宝荒神に供え、赤飯などで祝つたりし、あるいは、

村中でよつて宴会などを開くこともあった。

このように、サナブリなどの行事や、実りを喜ぶ

秋の祭 りなどは、苦しい労働をしてきた人々にとつ

て、一つの心の安らぎの場であつたに違いない。

3-C・ 3-D・ 3-E・ 3-F〈除草器 。雁爪〉 ☆ 3-A・ 3-B
除草は、イネ以外の雑草を取 り

除く作業のことである。大昔は、

直接素手で草を取つたりしていた。

しかし江戸時代ごろから、雁爪 (

3-D・ 3-E・ 3-F)の 出現

によつて、イネの無駄な根を切つ

て成育を促す中耕の役 目を果たす

ようになり、明治ごろにはかなり

普及した。その後、回転式の爪を

持つた除革器が各地で用いられる

ようになり、腰をかがめて作業を

行なわなければならなかつた雁爪

は姿を消していつた。

展示資料の3-Cは 八反取 (は

つたんどり)と いつて、水田の水

労

ヤ
基

ぐ

ｋ

浄
）
つ
♪
颯

鞄 割上
IF戸

“踏車を使用している様子『農具便利論』より"

を少なくしておき、泥上の上を前に押したり後に引いたりしながら、泥上の上をこすつて

出
ュ

〆也ギ虚
鋭 ′‐ど
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草を取つたものである。 3-Aの 除草器は、円筒状の胴に湾曲 (わんきよく)した爪がい

くつかつき、水田の中で押すことによつて胴が回転 し、爪で除草するもので、回転式除車

器といわれるものである。

④ 収穫―実つたイネの刈り取リー

10月 ごろ、稲穂 (い なほ)に実

りができると、いよいよ稲刈が始

まる。鎌などによつて刈り取られ

た稲穂は、九太を組んだ稲木にか

け、日光と風によつて充分かわか

す。この乾し方も、家の形に積み

上げたりするなど、地域によつて

さまざまな姿がみられる。

(鎌〉 ☆ 4-A,4-B
鎌は刃部の基本形態から、刃鎌

・鋸鎌に分けられる。刃鎌は直角

に近い柄付角度を持つもので、昭

和10年 ごろまで多く用いられたが、

その後は刃にギザギザのついた鋸鎌が急速に普及した。展示資料 4-A・ 4-Bは 刃鎌の

類である。

〈稲刈機〉 ☆ 4-C
昭和20～30年代には柄が長く、ハンドルで刃先を操作する稲刈器 (前に押しながら、手

元のハンドルを握ると先端部の金具が適当な量の稲を押え込み、押す力が鎌に加わり草を

切る。)な ども登場した。しかし、昭和30年代後半から出現 したコンバインなどの動力機

械にすぐ主流を占められるようになり、あまり普及しなかった。

(石庖丁〉 ☆ 4-D
稲作が始まつた弥生時代には、石庖丁と呼ばれる石器を使い、 (中 には石以外の素材の

ものもあつた。)稲の穂首 (ほ くび)だけをつんでいた。しかし古墳時代ごろから、鉄鎌

の出現により、稲の根元を刈り取るようになつた。

⑤ 脱穀 。調整一イネからコメに一

刈り取られた稲は千歯にかけて、稲穂から親を取り出す。取 り出された粗 (も み)は、

わらくずやゴミも入つているため、箕 。唐箕 (と うみ)な どによつて選別を行なう。選別

されてでてきた良質の親は、今度は土臼を用いてもみがらと玄米に分け、最後に千石とお

しにかけて (ま たは唐箕)玄米やもみがらに選別する。そして選別された玄米は、斗升 (
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とます)や ジョウゴなどを用いて、

俵につめて出荷された。

(千歯こき〉 ☆ 5-C・ 5-D
稲穂から親を取り出す稲扱きの

作業は、昔は扱箸 (こ きはし)と
いう二本の竹の箸を使つて行なっ

ていたが、千歯こき (江戸時代～ )

の出現により取つてかわられた。

千歯こきは、たくさんの刃を持つ

ところから、千歯、一度に千把も

の稲を扱けるので、千把こきなど

と呼ばれた。大正時代に足踏み式

脱穀機が普及するまで全国で広く

用いられた。

〈唐箕〉 ☆ 5-A
唐箕は、その名の示すように中

国から伝わつたもので、江戸時代

中期から使用されだした。それ以

前は箕を使つていたが、性能の良

さから全国で広 く使われるように

なった。唐箕は、実の入つた親と

もみがら・ ゴミなどを選男1す るの

に用いられた。使用法は、翼車の

ハンドルを廻すことによつて風を

起こし、その風力でジョウゴから

落下する親などを第 1の 日 (重 い

正常な粒 )、 第 2の 日 (く ず)、

第 3の 日 (ち り)へ とそれぞれ選

別する。翼車廻 しは、早すぎたり、

おそすぎた りすると、うまく選別

“千歯こきを使用 している様子"

:⑥

〔第 3の 口l

ゴミ

ちり ●B

風によって

餓物を

選別する

① 穀物を入れる

〔第 1の 口〕

重い正常な粒

Ｐ

Ｉ

舟

〔第 2の 口

'くず
② 翼軍を回して

風を起こす

“唐箕の形態『芦屋の生活文化史』より"

できなかつたので、年配者が行なったという。展示資料 5-Aは “大阪農人橋"の墨書名

(注 2)が入つている、貴重な資料である。

〈千石とおし〉 ☆ 5-B
唐箕とともに中国から伝わつてきたもので、土臼で摺った玄米ともみがらを選別する農

具である。形は、穀物を流し込む漏斗部と傾斜のついたッS、 るいからなりたつており、ふる

いの部分で、親の大小により選別した。一度に千石通すことができるというので、千石と

おし、あるいは万石とおしという名がついたといわれている。

膨ヽ`
ミ t
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〈箕〉 ☆ 5-E
脱穀された穀物のくずを除くた

めに使用したもので、両手で持つ

て上下にゆさぶ り、自然による風

の力でくずだけを飛ばした。

(一斗升〉 ☆ 5-F
米を俵につめるとき、計量を行

なうために用いたものである。入

れ方や入れた後のならし方によつ

て、計量に微妙な差がでたので、

注意深く行なわれたという。 (む

かしは重量でなく、体積で計量し

た。)こ の一斗升の四杯分で一俵

の米になつた。

(注 2)紀年銘のある農具

民具の中には、その民具を収納している箱、ある

いは民具にある製作者の名前や、製作年月または買

い入れたものの氏名、購入年月日が焼印や墨書など

によつて記入されている場合がある。

これを特に民俗学では「紀年銘民具」と呼んでい
:

る。「紀年銘民具」は、聞き書き調査によつて、製 :

作年代などがわからない場合でも、紀年銘などから :

その民具の製作年代・使用年代を知ることができる。:

よつて、民具を研究するものにとつては、紀年銘は :

非常に重要な研究材料の一つなのである。    :.

〈ジョウゴ〉 ☆ 5-G
俵に玄米を入れるときに、外にこばれないようにするため使用した。

(望月友二)

※本文 4～ 9買の出典の書かれていない挿図は、農山漁村文化協会の『ふるさとを見直す

絵本』から転用したものである。
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展 示 資 漑 国 録

1.耕 作

2.田 植

☆1-A
☆1-B
☆1-C
☆1-D
☆ 1-E
☆ 1-F
☆1-G
☆1-H
☆1-I

☆2-A
☆2-B
☆2-C
☆2-D

鍬 (金鍬 )

鍬 (平鍬 )

鍬 (平鍬 )

鋤

鋤 (踏み鋤 )

畝引

代かき鍬

黎 (長床黎 )

黎 (短床黎 )

モ ッ コ

田植縄※

田植縄※

田植定規※

不 詳

兵庫県養父郡八鹿町

不 詳

兵庫県養父郡八鹿町

不 詳

不 詳

兵庫県養父郡八鹿町

姫路市広畑

兵庫県淡路島

不 詳

西宮市神明町

西宮市甲子園日

不 詳

3.管 理 ☆3-A
☆3-B
☆3-C
☆3-D
☆3-E
☆3-F

除草器

除草器

除草器

雁爪※

雁爪※

雁爪※

(二枚羽 )

(ク サカキ)

(八反取)

兵庫県淡路島

不 詳

不 詳

西宮市芦原町

西宮市上ヶ原三番町

西宮市菊谷町

4.収 穫 ☆4-A
☆4-B
☆4-C
☆4-D
☆4-E

鎌

鎌

稲刈機

石庖丁 (脚‖榊賊 )

石庖丁 (大検勝賊 )

神戸市東灘区本山中町

神戸市東灘区本山中町

兵庫県淡路島

神戸市東灘区坂下山遺跡

尼崎市武庫庄

5。 脱穀・調整  ☆ 5-A
☆ 5-B
☆ 5-C
☆ 5-D
☆ 5-E
☆ 5-F
☆ 5-G
☆ 5-H

唐箕

千石 とおし

千歯こき

千歯こき

箕※

一斗升

ジョウゴ

竪杵 (脚‖絆購 )

芦屋市西蔵町

兵庫県養父郡八鹿町

芦屋市西蔵町

芦屋市西蔵町

西宮市大井手町

神戸市東灘区深江本町

兵庫県養父郡八鹿町

不 詳

※は、西宮市立郷土資料館から借用 したものです。
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あ  之 が

われわれが使つているさまざまな道具は、日々変化しています。より楽に、より簡単に、

よリー度に、いろいろな改良・工夫を重ねてきました。今回展示 した農具からも、そのこ

とがよくわかると思います。先人の知恵と工夫そして努力があつて、現在のわたしたちの

生活があることを忘れてはならないと思います。

最後になりましたが、本展開催にあたり資料提供などのご協力をいただいた西宮市立郷

土資料館を始め、関係者各位に厚く御礼申し上げます。

(参考文献〉
。『図説 民俗探訪事典』/大島暁雄/山川出版社/昭和58年

・『大阪の民具民俗志』/小谷方明/文化出版局/昭和57年

・『図録・民具の基礎知識』/宮本馨太郎/柏書房/昭和54年

・『農具』/飯沼二郎・堀尾尚志/法政大学出版局/昭和51年

・『民具研究ハンドブツク』/岩井宏賃他/雄山閤/昭和60年

・『農耕用具コレクション展図録』/松本市立博物館/昭和59年

・『わがまち茨木一民家・民具編―』/茨木市教育委員会/昭和61年

・『尼崎の農具』/尼崎市教育委員会/昭和60年

・『芦屋の生活文化史』/芦屋市教育委員会/昭和57年

・『学習参考展 。むかしのくらし』/伊丹市立博物館/昭和62年

・『稲と鉄』日本民俗文化大系第三巻/森浩一他/小学館/昭和58年

・『岡山の民具』/鶴藤鹿忠/日本文教出版/昭和62年

〈協 力〉

・西宮市立郷土資料館

〈編集 。レイアウト〉

・望月 浩
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